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科目名 
 

言語学概論B 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

塩田 勝彦 

授業テーマ 
 言語の本質と機能 －人にとって言語とは何か－ 
授業の概要と目標 
 我々が普段何気なく使っている言語を科学的に見るための基礎的な知識を講義する。題材は日本語、英語のような比較的身近

な言語だけでなく、日本人にとって馴染みの無い言語からも取り上げていくことで、言語の多様性について考える機会を提供し

たい。 

評価方法 
 筆記試験と出席で評価する。 

テキスト 
 特に指定しない。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 『言語学』第２版 
『日本語教師のための言語学入門』 

著者 
 風間喜代三（他） 
小泉 保 

出版社 
 東京大学出版会 
大修館書店 

授業スケジュール・内容 

 １．文の構造 － 統語論、形態素の分類 
２．文の構造 － 構造を表示するための方法 
３．文の構造 － 構造の類型 
４．文の構造 － 色々な統語現象 
５．文の意味 － 事象の構造 
６．文の意味 － 時制とアスペクト、モダリティー 
７．文の意味 － 主題と焦点 
８．言語の多様性と類型 － 世界の言語の多様性 
９．言語の多様性と類型 － プロトタイプ 
１０．言語の多様性と類型 － 言語接触 
１１．言語の変化 － 言語の歴史的研究 
１２．言語の変化 － 文字 
１３．言語の変化 － 音変化 
１４．言語の変化 － 語族の設定と音対応 
１５．言語の変化 － 意味の変化 

 


